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ラジオ
ほうそうきょく
放送局は

おんせいしんごう
音声信号、つまり

ていしゅうはしんごう
低周波信号を「

はんそうは
搬送波」と

よ
呼ばれる

でんぱ
電波に

ま
混ぜます。

おんせいしんごう
音声信号が

はんそうは
搬送波に

の
乗った

じょうたい
状態になると、

とお
遠くまで

とど
届きます。

どのラジオ
ほうそうきょく
放送局でも、

きほんてき
基本的に

おな
同じようなことが

おこな
行われています。

おんせいしんごう
音声信号を

はんそうは
搬送波に

の
乗せるための

ほうしき
方式がいくつかありますが、「AM(

しんぷくへんちょう
振幅変調)」は、その

うち
内の

ひと
一つです。

ほん
本キットはAMラジオなので、ラジオ

ほうそうきょく
放送局からのAMの

ほうそうでんぱ   
放送電波を

じゅしん
受信します。

3つのステップ「
せんきょく
選局」「

けんぱ
検波」「

でんきしんごう
電気信号を

おんせい
音声に

へんかん
変換」で

じゅしん
受信した

でんぱ
電波を、

みみ
耳に

き
聞こえる

おんせい
音声に

へんかん
変換します。

ラジオの
せんきょくよう
選局用ノブは、パリコンやアンテナコイルから

こうせい
構成された

かいろ
回路(

どうちょうかいろ
同調回路)につながって

います。その
かいろ
回路は、

いちど
一度に

ひと
一つの

ほうそうでんぱ
放送電波だけを

えら
選びます。

せんきょくよう
選局用ノブを

まわ
回すことで、

じぶん
自分が

き
聞きたいラジオ

ほうそう
放送を

えら
選べます。

クリスタルラジオの
しく 
仕組み

せんきょく
選局

ダイオードは、アース
でんい
電位を

きじゅんてん
基準点として

けんぱ
検波(

ディテクション
detection)と

よ
呼ばれる

しょり
処理によって、

はんそうは
搬送波を

と
取り

のぞ
除き、

おんせいしんごう
音声信号が

ふく
含まれている

びじゃく
微弱な

でんりゅう
電流だけをイヤホンに

なが
流します。

けんぱ
検波

イヤホンに
なが
流れた

でんきしんごう
電気信号は、イヤホンの

なか
中ある

ちい
小さな

きんぞく
金属の

しんどうばん
振動板によって

みみ
耳に

き
聞こえる

おと
音に

か
変わります。

ほん
本キットの

どうさげんり  
動作原理は、

せかい
世界で

はじ
初めて

つく
作られたラジオと

おな
同じですが、その

ころ
頃のラジオには、ダイ

オードは
つか
使われていませんでした。

むかし
昔の

ひとびと
人々は、

ほうえんこう
方鉛鉱の

けっしょう
結晶(

なまりこうせき
鉛鉱石)に

ほそ
細い

きんぞくばり
金属針(ネコのひげと

よ
呼ばれている)を

せっしょく
接触させる

ことで、
ほん
本キットのダイオードの

か
代わりに

しよう
使用していました。

しょき
初期のラジオには、

たと
例えば

ほん
本キット「クリスタルラジオ」のように

おんせいしんごう
音声信号を

おお
大きくできないの

で
ちい
小さな

おと
音でしたが、

のち 
後に

こうぞう
構造がもっと

ふくざつ
複雑な

げんだい
現代のようなラジオが

とうじょう
登場しました。

これらのラジオは、
おんせいしんごう
音声信号を

ぞうふく
増幅し、スピーカーを

おお
大きく

しんどう
振動させることによって、より

おお
大きな

おと
音が

だ
出せるようになりました。

すべ
全てのラジオは、

いか 
以下の

ぶぶん
部分から

こうせい
構成されています。

(1)
どうちょうかいろ
同調回路はラジオ

ほうそうきょく
放送局からの

はんそうは
搬送波を

せんたく
選択します。

(2)
けんぱかいろ 
検波回路は

せんたく
選択した

はんそうは
搬送波の

なか
中から

おんせいしんごう
音声信号だけを

と
取り

だ
出します。

(3)イヤホンやスピーカによって
おんせいしんごう
音声信号を

みみ
耳に

き
聞こえる

おと
音に

へんかん
変換します。

でんきしんごう
電気信号を

おんせい
音声に

へんかん
変換

■製品の保証について
・本製品およびそれらを構成するパーツ類は、改良・性能向上のため予告なく仕様・外観等を　
変更する場合があることをあらかじめご了承ください。 
・本製品は組立キットです。製作作業中の安全確保のため説明書をよくお読みになり、正しい　工
具の使用・手順を守ってください。 
・完成品でない商品の性格上、組み立て後にお客様が期待される性能・品質・安全運用等の
　保証はできません。完成後はお客様(組立作業者)ご自身の責任のもとでご使用ください。 
・本製品は機器への組込み他、工業製品としての使用を想定した設計は行っていません。
　また、本製品に起因する直接、間接の損害につきましては当社修理サポートの規定範囲を
　超えての補償には応じられません。
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 かいろず 
回路図

クリスタルラジオの
 どうさげんり　
動作原理を

りかい
理解するために、ラジオの

てんけいてき
典型的な

 かいろず 
回路図と

かいせつ
解説をご

らん
覧ください。

1．アンテナは、
くうちゅう
空中から

つた
伝わってきた

でんぱ
電波を

じゅしん
受信します。

2．
どうちょうかいろ
同調回路はコイルとバリコンで

な
成り

た
立っています。この

かいろ
回路は、さまざまな

しゅうはすう
周波数が

ま
混じった

　
でんぱ
電波の

なか
中から、

いっしゅるい
一種類の

しゅうはすう
周波数のものだけを

と
取り

だ
出します。

3．ダイオードは、
おんせいしんごう
音声信号を

はんそうは
搬送波から

ぶんり
分離する

せいりゅうさよう
整流作用があります。

4．
ぶんり
分離された

おんせいしんごう
音声信号はイヤホンに

なが
流れます。

5．
もくてきいがい
目的以外の

しゅうはすう
周波数の

でんりゅう
電流はアースに

ぬ
抜けていきます。

★保護者、または大人の方へ：受信についての補足事項★
●当製品は空中の微弱な電磁波のエネルギーのみで音を鳴らしています。
　受信音は電波が弱い地域では聞き取るのが困難な場合があります。
　選局ダイヤルを回すときは、静かなところでゆっくりと行ってください。
　「ザー、バリバリ」など音が聞こえる場合は　受信できる可能性があります。
　ダイヤルをゆっくり回して受信できる位置を探してください。NHK第1、第2の電波は比較的出力が
　大きいので受信できる可能性が高いです。

●アンテナの張り方で受信状態は大きく影響されます。アンテナ線は、なるべく高いところに長く張ってください。
　木造住宅であれば室内の天井に張っても効果があります。鉄筋コンクリート製のマンションなどの場合は
　室内では効果が得られる可能性は低いです。また配線は長いほど感度が上がります。
　感度が悪い場合は付属の配線材の先端にビニール電線を付け足して延長してください。
　屋外の高所にアンテナを張る行為は、落雷の危険性がありますので行わないでください。
　屋外の場合はベランダ、外壁に沿う程度で行ってください。

●金属物体は、全てアンテナになります。配線材先端のビニール部分を剥いて、
　なるべく大きな金属物を探して接続してください。
　・窓のサッシの金属部分(塗装している場合はネジの部分)
　・ベランダの柵の金属部分(ペンキなどの塗装のない金属と接続できる箇所に取り付け)
　・階段の手すり(金属製パイプ)
　・メタルラック(塗装のない止めネジ部分)、カーテンレール(金属製)

●アンテナ線だけでなくアース線を取り付けると受信感度が上がります。
　コンセントの種類によってはアースが来ている場合がありますので、まず確認してみてください。
　(決してコンセントの挿し込み穴に、アース線を挿し込まないでください。感電し、事故につながります)
　コンセントにアースがない場合は、アース線先端のビニール部分を剥いて水道管(金属製)、蛇口など
　に取り付けてください。(ただし途中が樹脂製のパイプになっている場合は効果があまりありません)
　また、地面と接続されていなくても「アンテナ線と接続していない金属物」に接続したり、アンテナ線
　のようにまっすぐ張るだけでも、ある程度の効果が得られます。
　アースは電線を接続した空き缶やアース棒を地中に埋めて作ります。大地との接続を良くするために
　電極を大きくするか、深く埋めてください。また湿り気のある土地のほうが良いアースになります。

蛇口

目玉クリップ+ネジ

目玉クリップにネジで配線を固定すると
接続しやすくなります。

⇨

アース付
コンセント例

アース部
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